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俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53－

５
９
５
８

【
短 

歌
】

　
　

岡
崎　

桜
雲　

選 奥物部湖湖水祭奥物部湖湖水祭奥物部湖湖水祭

香
美 市 夏

祭
り

川上様夏祭り川上様夏祭り川上様夏祭り

　

７
月
27
日
、
美
良
布
多
目
的
運
動
広
場
周
辺

で
、
川
上
様
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
相
撲
や
う
な
ぎ
つ
か
み
、
力
自
慢
、
宝

さ
が
し
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
バ
ン
な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
勢
の

人
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

８
月
14
日
、
柳
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
54
回

奥
物
部
湖
湖
水
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
迫
力
の
花
火
と
、
湖
面
を
流
れ
る
灯
ろ
う

の
競
演
に
酔
い
し
れ
、
時
折
強
く
な
る
雨
に
も

負
け
ず
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
音
楽
に
合
わ
せ
て

笑
顔
で
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　


